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学術無線LANローミング基盤 eduroam

日本では国立情報学研究所（NII）がeduroam JPとして
展開

国内445機関（2024年11月現在）

うち、SP事業者13機関

世界の100を超える地域が参加

運用する基地局の位置情報をeduroam JP に提出（義務）

提出率は2024年8 月現在で 55.2%
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世界のeduroam 基地局マップ

eduroam JP が取りまとめ

→GÉANT で公開

・未提出機関

・場所の粒度の規定なし
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eduroam JPへの基地局位置情報の提出方法

本来は，eduroam.org の定める 
eduroam database 仕様の
XMLデータが必要

eduroam JP申請システム
基地局マップデータの作成を
支援する機能
（スプレッドシートに入力
→ XMLデータに変換）
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多拠点に基地局を設置するSP事業者の負担

多拠点の場合、スプレッドシートへの入力が逆に負担

東京都「TOKYO FREE Wi-Fi」

OpenRoaming + eduroam

進捗状況（2024年4～6月）

約600施設整備済

2024年度内にさらに900施設
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eduroam JPへの基地局位置情報の提出方法(2)

eduroam JP申請システム

説明にないが、直接XMLも

アップロードできる

CSVファイルを所定の

XMLフォーマットに変換する

スクリプトを開発して公開
https://github.com/pirosap/eduroammap
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https://github.com/pirosap/eduroammap


OpenRoamingの基地局マッピング

コミュニティベースの

Wi-Fiポジショニングシステム

（WiGLE）のデータを元に

生成

OpenRoaming 基地局

→ Passpoint（RCOI）
Roaming Consortium Organization Identifier

eduroamでもできないだろうか？
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WiGLE 

https://wigle.net/

Webで登録した参加者のAndroidスマートフォンで検知した全てのWi-Fi基地局の
SSID、PasspointのRCOI、位置情報等をシステムにアップロードできる

WiGLE App on Android
Uploads

データ利用のAPIも用意されている
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https://wigle.net/


eduroam基地局のマッピングの試み
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OpenRoamingの手法に改善を加えて札幌圏のeduroam基地局を
国土地理院タイルにマッピング：555基地局

eduroam基地局マップにて確認できる同エリア内の基地局数は39



WiGLEデータの信頼性

Android スマートフォンによる基地局の位置情報は必ずしも正確ではない
QoS と呼ばれるスコアリング値があるが、WiGLEユーザが少ない地域の

スコアは低くなってしまう

QoS

QoS
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一時的な基地局の扱いをどうするか

たとえばAXIES会場
WiGLEユーザが数人いれば、高いQoS値で報告されるが撤去済のケースも
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QoS QoS



最終報告日の活用
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WiGLEの基地局データには基地局ごとの最終報告日が含まれる

9 June 2023

10 June 2024

一定期間報告がない基地局を除外

WiGLEユーザーは常にいるとは限らない
→ 人の少ない地域の基地局が

消えてしまう



eduroam基地局のマッピング方法
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WiGLEより、札幌市付近のエリアにおいてQoSが1以上，SSIDがeduroam，暗号化方式がwpa2として

記録された基地局位置データのうち、QoSが1以上の基地局位置データ：555
→ 国土地理院タイルにマッピング

eduroam基地局マップにて確認できる同エリア内の基地局数は39



まとめ
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現在のeduroam JPへの基地局位置報告フローにおいて
大量の基地局位置のXMLをCSVから生成できるスクリプトを作成
→ eduroam参加事業者と協力し，特に大量の基地局を運用する
事業者の基地局データ作成と提出状況の改善を進めていきたい

WiGLEデータを活用したeduroam基地局位置情報の可視化は，
従来の参加機関により報告される基地局位置情報を直ちに
置き換えるものではないが，より実情に近い基地局位置情報の
可視化の点では一定の有用性があるので，活用方法の検討を
続けたい．
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